
市民・職員が連携して流山市次期総合計画の策定を進めています！

次期総合計画の策定状況を市民の皆さまにお知らせするため、「明日の流山を考える～
流山市次期総合計画だより～」を発行しています。

今回の第３号では、平成30年９月～12月に実施した総合計画審議会と、市の若手・中堅
職員による発足させた「次期総合計画における政策立案プロジェクトチーム」の様子をお
伝えします。

なお、掲載している内容は一部抜粋したものです。詳しくは、市ホームページより審議
会の資料や各報告書をご覧ください。
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明日の流山を考える
～流山市次期総合計画だより～

（総合計画審議会について）
○総合計画審議会は、流山市附属機関に関する条例（昭和４６年条例第6号）第2条に基づ

き、設置するもので、総合計画に関し必要な調査及び審議を行い、市長に答申すること
を事務としています。

（総合計画審議会委員の構成について）

（策定体制と総合計画審議会の位置付けについて）

（諮問事項について）
○総合計画審議会では、次の事項について意見を伺いました。

（１）本市を取り巻く課題
（２）目指すまちのイメージ
（３）まちづくりの基本理念
（４）まちづくりの基本政策
（５）計画を推進するための市政経営

総合計画審議会を開催しました：総合計画審議会について

審議会の様子



総合計画審議会を開催しました：スケジュールと検討結果

（総合計画審議会の実施スケジュール）
【第１回 ９月28日（金）午後６時～】

① 委嘱について
② 会長の選出について
③ 諮問について
④ 審議会の進め方について
⑤ 本市の現状と課題について
⑥ 次回の会議について
傍聴 3名

【第２回 10月12日（金）午後６時～】
① 本市の現状と課題について
② 次回の会議について
傍聴 １名

【第３回 10月22日（月）午後６時～】
① 目指すまちのイメージについて
② 基本理念について
③ 次回の会議について
傍聴 3名

【第４回 11月2日（金）午後６時～】
① まちづくりの基本政策について
② 計画を推進するための市政経営について
③ 次回の会議について
傍聴 １０名

【第５回 11月19日（月）午後６時～】
① 答申（案）について
② 次回の会議について
傍聴 １０名

【第６回 12月17日（月）午後６時～】
① 答申（案）について
② 答申について
傍聴 １名

（答申の概要）

（１）流山市を取り巻く背景
① 将来的な人口減少社会の到来
② 個別の背景
増加する保育・教育ニーズ
地域で共に支え合う共生社会の重

要性の高まり
求められる安心・安全
激しさを増していく都市間競争
財政構造の硬直化の進展

（２）目指すまちのイメージ
『都心から一番近い森のまち』

（３）まちづくりの基本理念
市民の知恵と力が活きるまちづくり
市民が誇りと歓びを持てるまちづくり
市民・都市・コミュニティが健康なま

ちづくり

（４）まちづくりの基本政策
安心・安全で快適に暮らせるまち
生きがいを持って健康・長寿に暮らせ

るまち
良質な住環境のなかで暮らせるまち
賑わいと魅力のあるまち
誰もが自分らしく暮らせるまち
子どもをみんなで育むまち

（５）計画を推進するための市政経営
健全な財政運営
効果的な資産管理
機能的な組織と人材育成
生産性の向上と新たな付加価値の創造
その他（近隣市との連携など）

審議会の井原会長より井崎市長に
答申書が手渡されました
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政策立案プロジェクトチーム：概要について

（概要と趣旨）
○総合計画の策定は、職員の政策形成の実践的な機会でもあることから、流山市の将来

を担う若手・中堅職員の政策形成研修の一環として、平成３０年８月１日に開催した
「中学生意見交換会」で出された意見をもとに政策立案研究を行う『次期総合計画に
おける政策立案プロジェクトチーム』を１２人の職員で発足しました。

３．まとめ
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■企画検討・実施
ＮＹ３Ａｃｔｉｏｎ委員会

ながれやまシビックプライド醸成事業
（NY３Action！）

新旧の「場所」と「人」の交流を生み出す

テーマ：「古い」と「新しい」が共存する流山

■ワークショップの開催
★Action １ 会う
★Action ２ 知る
★Action ３ 愛着を持つ

市民の知恵と力が活きるまちづくりの実現
「場所」と「人」に根差した
「シビックプライド」の醸成

（進め方）
○プロジェクトチームのメンバーはＡ～Ｃの3班に分かれ、事業案の検討のため、中学生

意見交換会にファシリテータ（進行役）やサポート役として参加しました。
○中学生意見交換会の結果を踏まえ事業案の検討に取り組むとともに、プロジェクト

チームの全体会（３回実施）において、各班の事業案の発表やプロジェクトチーム全
体の意見交換などを行うことで、各班の事業案の見直しや精査を進めました。

○各班の事業案は庁議で発表し、今後は庁内各部局で更なる検討を進めていく予定です。

ファシリテータ
として参加

意見聴取
中学生意見交換会

プロジェクトチーム

A班

C班B班

意見交換

事業案

事業案事業案

事業立案
庁議発表

事業案
事業案
事業案

政策立案プロジェクトチーム：各班の研究結果について①

（中学生意見交換会での意見：一例）
 狭くて危険な道路を拡張する
 学校の設備を整え教育環境の充実を図る
 森の図書館の裏にある古墳周りの雑草を整備する
 若者、子育て世代、高齢者など異世代交流の機会を作る
 新選組と緑を活かしてまちの魅力を伸ばす

Ａ班 「古い」と「新しい」が共存する流山

（目指すまちの姿）
 古いものを活かしつつ新しいものを取り入

れるまち
 歴史と発展が感じられるまち
 誰もが「ふるさと」と思えるまち

（事業内容）

新旧の「場所」と「人」の交流を生み出し
シビックプライドの醸成を目的とした事業
で、ワークショップを通して、市民が交流
するもの。

（期待する効果）

○市民の知恵と力が活きるまちづくりの実現し、
シビックプライドの醸成が図られる。

全ての意見に対し、既存事業や既存事業の拡充で対応可能かどうかを確認し、対
応できないものについて事業提案を行いました。
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【平成31年８月頃（予定）】
 基本構想（案）の策定
 基本計画（案）の策定

【平成31年９月～10月頃（予定）】
 タウンミーティングの開催
… 地域住民の皆さまと行政による直接対話型の集会。
 パブリックコメントの実施
… 策定しようとする政策などに対して、市民の皆さまのご意見を反映させる必要がある

ときに実施する手続きです。市が作成した計画案などに対し、皆さまが、郵送、ファク
シミリ、メール、書面の持参によりご意見を提出できます。

お知らせ・今後の予定

QRコード

流山市 次期総合計画 検索

次期総合計画の進捗状況は、パソコンやスマホで確認できます。

政策立案プロジェクトチーム：各班の研究結果について②

Labに行けば、

何か面白いことがありそう･･･
ポジティンブシンキングになれる！

・気軽に他の学校の仲間と

おしゃべりできる場所

・まちを楽しくするためのLab（研究する場所）

※不登校のためのフリースクールや孤食防止のための子ども食堂などのような
機能は有しません。
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NY-Lab は･･･

キッコーマンアリーナ

つくば方
面

秋葉原方面

～流山Forest and Park Map～ イメージ

公園名：三角公園
投稿者：流山 太郎
規模：★★☆☆☆
清潔感：★★★★☆
安全：★★★★★
遊具：ブランコ、滑り台
設備：和式トイレ２、水飲み場

ベンチ（３人掛け）４つ、街灯
有

備考：土曜の昼過ぎに６歳の子ど
もと遊びに行ったが、子ども連れ
の家族が数名いた。規模としては
大きくないが、防犯カメラが付いて
いるので、子どもたちだけで遊ば
せても安全と感じた。

【色々な検索に対応！】
・公園種別
・地区名
・５０音
・花や木がきれい
・トイレが充実
・健康遊具が多い
・芝生がある
・スポーツに向いてる
・駐車場がある など

【イベント情報の掲載！】
・お祭りなど
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Ｂ班 ＮＹ－Ｌａｂ～中高生の居場所～

Ｃ班 流山Forest and Park Map

（目指すまちの姿）
 安全で育児に協力的なまち
 子どもたちが自主的に発達していくまち
 美しい自然の中で遊び、過ごせるまち

（事業内容）

既存の公園の情報を利用者の投稿により発
信し、公園の利用促進を目的とした事業で、
実際に公園を利用する利用者が公園の口コ
ミや評価情報を投稿し、地図データと連動
させホームページで公開するもの。

（期待する効果）

○市に点在し埋没している公園が周知され、魅
力を感じ、遊び場所が認知される。

（目指すまちの姿）
 中高生が流山に対する愛着がもてるように

なる
 人生の岐路（就職、結婚、住宅購入）に

たったときに、その選択肢に流山市がある

（事業内容）

中高生同士で交流・活動できる居場所を提
供することを目的とした事業で、中高生が
自主的に活動内容を考え、そのアイデアを
市へ発表できるもの。

（期待する効果）

○人との繋がりや友情が、流山への愛着となり、
地域の担い手が自然に育つ好循環を形成され
る。


